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2 -操作パネルの使用方法 

プ U ンタドライバにて r 試し刷り」や「親展印刷」を指定した場合、オペパネ操作び必要となります。 

• 「部単位印刷」でかつ「試し刷り」を指定した場合、1部目を印刷した後、2部目じ(降を印刷するか否かをオペパネから指定 
します。 

• 「親展印刷」を指定した場合、すぐには印刷されず、後で操作パネルから印刷開始指示を行なって印刷を行ないます。 

また、「暗罰き号」を設定した場合は、操作パネルから暗罰き号を入力して印刷を行ないます。 

この章では、これらのオペパネ操作方法を説明します。 


こ 2.1 試し刷り印刷 ） 


操作パネル表示 

内容•操作方法等説明 

上段 

下段 

DDDDD DDDDDDDD 

DDDDD □□ DDDDD 

1部目印刷中の表示メッセージです。簡しくは プ IJ ンタドライバマこュ 
アルの27 ページを 参照してください。） 

DDDDD □□□ DDDDDD 

DDDD □ DDDDD 

残りの部数を印刷するか否かの確認メッセージです。 

1実行 ..... 残りの部数を印刷します。 

1取消 ..... 残りの部数を印刷しないで、夺ャンセルします。 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDD □□ DDDD 

残りの部数の印刷中の表示メッセージです。 


6 





















2-2 □ □ □ □ 


2.DDDDDDDDDD 


□ □□□凹 D DID D D ID □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDD 


D D D D 

□ □ □ 

DDDDDDDD □□ 

□ □ 

□ □ 

DDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD □□□ DDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDD DDDD 

TADDDDDDDD DDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDD 皿 □ □□ 皿□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 

ID D ILLLLU □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDD DDDDDDD DDDD 
DDDDDDDDDDDDD 

II 11111111 nnnnnnnnnnn 
团 11111111 □□□□□□□□□凹 

Inn IImil □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDD 

1 □□□に □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDD 

□□□ DDDDDDD 

1 □□□ に □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDDDDD 






































2.DDDDDDDDDD 


い . 3 □□□□□□) 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ 田 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 田□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


□ □回 


□ □ 


□ □ □ 


□ □ 


DDDDDDDD □□ 


DDDD DDDDDDDDDD 


TADDDDD □□□IDDD 


11111111 


TADDDDD □□□ DDDD 


11111111 


TADDDDD □□□ DDDD 
厄 □/►! 正 Pi 

TADDDDD □□□ □LD□ 


1111111111 


TADDDDD □□□ DDDD 

TAD DDDD □□□ □□凹 

[p D / 

TAD DDDD □□□ D D D 0_ 
厄 □/►! 正 Pi 

TADDDDD □□□ LQ□□ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


□ 1111111 im n □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


面 11111111 1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
[P D /►] 回 □ DDDDDDDDDDDDDDD 
] の□の □ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □ 巧 □ / ►Id □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDD DDDDDDDD ID D / DDDDDDDD DDD 

□□□□□□□□田 


fP D imm DDDDDDDDDDD PPP D ID DDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDD 

fP D imm DDDDDDDDDD DDDDDD DDDDDDDDDD 

□ □□□□凹 


DDDD DDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDD 


fp D irrrm DDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 

fnn irrrm □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


8 


































































3-D D D D D D _ 

r 3 . 1 □□□□□□ ) 

iDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDD In n n n In □□□□□中 □□□□ In n / ►In D D D D D D D 皿因 □ D D D D D D D 
DDDDDDDDD 画 □DDDDDDDDD 


00000000000 

1 Innnnn In dddddddddddddddddd Innnn In □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□ 


D D D D D D D LCDD D □□□□凹 

D D No . □□□み 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
3 D 
3 D 
D 
D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 



D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

M 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


9 


2 


























3 •□□□□回 


3 ID D / HD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
D D D D D ID D / HD □□□□□□□□□□□□□□ 田 □□□ ド□い □□□□□□□po 

0000000 

4 の □□□□□□□□ の□□□□□□□□□□□□□□□□問 

5 画 □ DDDDDDDDDDDD 

000000000000000000000 

6 Innnnn In □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

■ □日 ■ 

• 5 □ 画 □ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
[DD ID DDDDDDDDDDDD らの □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


•DDDDDDDDDDDDDD ら □□□□3 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□2 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDD ら□□□□□□□□凹 


10 























































こ 3.2 設定メニュ ーー 覧） 

I オンライン I か： I メニュ ー I ボタンを押す 

L メニュー| —►: li 頁目/►」ボタンを押す 


【 A 】 ユーテイリテイ 


【 B 】 色ずれ調整 


に】印刷設定1 


【 D 】0] 刷設定2 


に】印刷設定3 


【 F 】 印刷設定4 


に】印刷設定5 


【 H 】 機能設定 


I 】 I 夕 F 醜 


【 J 】 モード設定 


【 K 】 2 01 H 設定 













【1_】 Esc / P 設定 
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3- メニュー設定 
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3 - メニュー設定 


( 立〇 >—ユ—項巨 — 責 ) 

r(A) ユーティリティ」のメニューは即時実行型のメニューであり、 「( c ) 印刷設定 1 」が降のメニューは、プ U ンタに関するデ 
フォルト値を設定するメニューです。後者は、アプ IJ ケーシヨン（プ IJ ンタドライバ含む）から指定されなかった場合に使用さ 
れるデフオルト値です。従ってアプ IJ ケーシヨンから指定された場合は、その指定び優先されます。 


( A ) ユーテイリテイ 


No . メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

A 0: プ IJ ンタ 
情報印刷 

□□ DDDDDDDDDDD 

▼ DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

▲ DDDDDDDDDDD 

各種プ IJ ンタ情報の印刷を行ないます。 

◄- ステータスシー トの印刷 
◄-カウンタ情報の印刷 
◄-設定情報 (EEPROM 内容)の印刷 
◄- LAN 設定情報の印刷 

• 実行ボタンを押す事により、即時実行します。 

• 印刷終了まで、 LCD 2行目には 
『インサツチュウ』 

び表示されます。 

• LAN 設定印刷は LAN ボード搭載時のみ選択可能です。 

A 1: ライフカ 
ウンタ 
表示 

□□ □□□ DDDD 

DDDDDDD 

プ IJ ンタの現在までの印字枚数を表示します。 

(ライフカウンタの範囲：日〜]日48日7日） 

• A 4サイズ iU 上は A 4換算値で、 A 4サイズ仪下は]枚]カウント 
で、カウントした値を表示します。 
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3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

A 2 :HDD 

データ 

チェック 

□□ DDDDDDDDDDD 

DDDDD 

搭載 HDD のデータチェックを行ないます。 

• 実行ボタンを押す事により、即時実行します。 

• 動作完了まで LCD 2行目には 

『 HDD テ'' 一タチェックチュウ』 

び表示されます。 

• データチェックした結果、エラーび検出された場合エラーメッセー 
ジび表示されます。この場合、次の 「 A 3 HDD フオーマット」を 
行なってください。 

• 実行中はプ IJ ンタの電源を切らないでください。電源び切れた場 
合、 HDD の内容は保証されません。 

• HDD を未搭載時には、実行ボタンを巧しても実行されません。 

A 3 :HDD 

フオー 
マット 

□□ DDDDDDDDD 

DDDDD 

搭載 HDD のフオーマットを行ないます。 

• 実行ボタンを押す事により、即時実行します。 

• 動作完了まで LCD 2行目には 

『 HDD フオーマツトチュウ』 

び表示されます。 

• 実行中はプ IJ ンタの電源を切らないでください。電源び切れた場 
合、 HDD の内容は保証されません。 

• フオーマットすると、まだ印刷していない親展印刷のジョブデータ 
や、 HDD に登録しているフオームデータ等も削除されてしまいま 
すのでご注意ください。（フオーマット後、フオームデータの再登 
録等を行なってください。） 

• HDD を未搭載時には、実行ボタンを巧しても実行されません。 
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3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

A 4:設定 
初期化 

□□ DDDDDDDD 

DDDDD 

プ IJ ンタ内の設定情報の初期化を行ないます。 

• 実行ボタンを巧す事により、即時実行します。 

• 動作完了まで LCD 2行目には 

『セツテイシヨ夺カチュウ』 

び表示されます。 

• 設定初期化は、現在登録している全ての設定内容を初期化して工場 
出荷状態にします。 

• 実行中はプ IJ ンタの電源を切らないでください。電源び切れた場 
合、 EEPROM の内容は保証されません。 

A 5: へ丰ヴ 
ダンプ 

□□ □□□ DDDDD 

DDDDD 

へ夺ヴダンプモードに入ります。これじ (降、 プ IJ ンタに送られてくる 
データ全てを]目進コードの表現で印刷します。へ夺ヴダンプモードを 
終了させる場合は、電源の切断を行なってください。 

• 実行ボタンを巧す事により、即時実行します。 

• へ丰ヴダンプモード中は LCD には 

『*へ丰ヴタ'' ンフ。*』 

び表示されます。 

• プ IJ ンタに送られてくるコードを確認するのに便利です。 
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3 - メニュー設定 


No •メニュー 

操作パネル表示 

内 容 

項目 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

A 6:印刷枚数 

□ □ 

DDDDDDDD 

□ □□ 

▼ 

□ □ 

DDDDDDD 

印刷した用紙1枚を]カウントして計算した値を、カラー/モノク□毎か 






□ □ 

DDDDDDD 

つ用紙サイズ毎に、表示します。 






□ □ 

DDDDDDD 

(注）ライフカウンタの値とは異なります。 






□ □ 

DDDDDDD 







DDDD 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 







□ □□ 

DDDDDDD 



□ □ 

DDDDDDDD 

DDDD 


□ □ 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 







DDDD 

DDDDDDD 







□ □ 

DDDDDDD 






▲ 

□ □□ 

DDDDDDD 


A 7: クリーナ 

□ □ 

DDDDDDDD 

DDDD 

▼ 

□ 


定着ク IJ ーナ交換間隔を設定 

交換間隔 





□ □□ 








DDDD 







▲ 

DDDDD 



A 8: ク IJ ーナ 


□□ DDDDDDDD 



DDDDD 

定着ク IJ ーナのカウンタ値を表示します。 

カウンタ 







A 7 :ク IJ ーナ交換間隔び日の場合、「* * * * *」び表示されます。 
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( B ) 色ずれ調整 


3- メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

目0:色ずれ 
印刷 

□□ DDDDD DDDD 

▼ DDDDDD 

▲ DDDDDD 

色ずれ確認用テストパターンの印刷を行ないます。 

今 X 座標用色ずれ印刷の実行 
命丫座標用色ずれ印刷の実行 

目 1: X 調整 
シアン 

□□ DDDDDD □□□ 

▼ -□ 

▼ ▲ □ 

▲ □ 

X 方向の色ずれを調整します。 

0.5 刻みで、一8〜8の相対値で指定します。 

• シアン、マゼンタ、イエ□一の各色ごとに設定できます。 
•設定した値は、設定した時点で有効になります。 

•設定値はプ IJ ンタ内部に巧する設定値です。また、これらの値を初 
期値に戻すイこシャルはありません。 

B 2: X 調整 
マゼンタ 

□□ DDDDDD DDDDD 

目 3: X 調整 

イエ□— 

□□ DDDDDD DDDD 

目 4: Y 調整 
シアン 

□□ DDDDDD □□□ 

▼ -□ 

▼ ▲ □ 

▲ □ 

Y 方向の色ずれを調整します。 

0.5 刻みで、一8〜8の相対値で指定します。 

• シアン、マゼンタ、イエ□一の各色ごとに設定できます。 
•設定した値は、設定した時点で有効になります。 

•設定値はプ IJ ンタ内部に巧する設定値です。また、これらの値を初 
期値に戻すイこシャルはありません。 

B 5: Y 調整 
マゼンタ 

□□ DDDDDD DDDDD 

目 6: Y 調整 

イエ□— 

□□ DDDDDD DDDD 
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に）印刷設定1 


3- メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

C 0: 給紙選択 

□ □ DDDD 

▼ DDDDDDDDDD 

▼ ▲ □□□ 

DDDD 

DDDD 

▲ DDDD 

印刷するための用紙び入っている給紙口 (給紙装置)の設定をします。 

ジドウセンタク ........ rc 1自動給紙対象」で設定されている給紙口を対 

象に、 「 C 2 自動用紙サイズ」で設定されているヴ 
イズの用紙び入っている給紙口を、自動的に探して 
給紙口を決定し印刷します。（自動給紙） 

•「CPF 2」〜に PF 3」はオプションの給紙装置を装着している時 
のみ選択可能です。 

C 1: 自動給紙 
対象 

□□ DDDDDDDDDD 

▼ □□□ 

DDDD □□□ 

DDDD □□□ 

▲ DDDDDDDD 

自動給紙動作時の、自動選択対象の給紙装置を設定します。 

◄- CPF ] 〜 CPF 3 

CPF 2 〜 CPF 3 
今 CPF 3 

命 CPF ]〜 CPF 3 ，MPF 

• rco 給紙選択」でジドウセンタクを設定した場合に有効になりま 
す。 

•「CPF 2イコ引〜に PF 3イコ引はオプションの給紙装置を装 
着している時のみ選択可能です。 

C 2: 自動用紙 
サイズ 

□□ DDDDD DDDDDDD 

▼ □□ 

▼ ▲ □□ 

▼ ▲□回 

▼ ▲ □□ 

▼ ▲ □□ 

DDDD 

▼ ▲ □□ 

▲ □□□ 

自動給紙動作時の用紙サイズを設定します。 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

C 3 :MP F 
用紙 
サイズ 

□□ □□□ DDDDDDD 

▼ □□ 

▼ ▲ □□ 

▼ ▲ □□□ 

▼ ▲ □□ 

▼ ▲ □□ 

DDDD 

▼ ▲ □□ 

▲ □□□ 

MPF の用紙サイズを設定します。 

C 4 :MPF 
通紙動作 

□□ □□□ DDDDDDD 

▼ DDDDDDD 

▼ ▲ □□ 

▼ ▲ □□ 

▲ □□ 

M PF 給紙時の通紙サイズを設定します。 

シテイサイズ .....「C 3 MPF 用紙サイズ」で設定されたサイズで通紙制 
御を行ないます。 

A 3. A 3 サイズで通紙制御を行ないます。 

B 4 . B 4サイズで通紙制御を行ないます。 

A 4 . A 4サイズで通紙制御を行ないます。 

例えば、通紙サイズニ A 4で、実際に給紙した用紙び A 3の場合ジャ 
ム(紙詰まり）になります。本項目を「 A 3」としておけば 、 A 3仪下の 
用紙を通紙してもジャムにはなりません。このようなサイズ違いによ 
る紙詰まりび回避でさます。 
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( D ) 印刷設定 2 


3- メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

DO : カラー/ 
モノク〇 

□□ DDDDDDDD 

▼ DDDD 

▲ DDDD 

カラー画像を生成するか、モノク□画像を生成するか設定でさます。 

「カラー」 . カラー画像を生成します。（印刷データびモノク□の場 

合、モノク□画像び生成される場合わあります。） 
「モノクロ」 ..... モノク□画像を生成します。 

D 1: ェコノ S - 
印刷 

□□ DDDDDDDDD 

▼ DDDD 

▲ □□ 

エコノミー印刷をするかしないかを設定します。 

「シナイ」 . エコノミー印刷を行なわない。（カラー画像/モノク□画 

像共に、カラーモードで印刷する。） 

「スル」 . カラー画像/モノク□画像に応じて、カラーモード/モ 

ノク□モードを切り換えて印刷します。 

切り換えち法は 「D 2エコノミー枚数」で設定します。 

D 2: エコノミー 
枚数 

□□ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▼ ▲ □□□ 

▼ ▲ □□□ 

□ 

▲ DDDDD 

エコノミー印刷を行なう場合のカラーモード/モノク□モードの切り換 
えち法を設定します。 

「日」 . 用紙]枚毎に、モノク□画像であればモノク□モー 

ド、カラー画像であればカラーモードで印刷します。 

「1」〜「2日日」...モノク□画像の場合、最後にカラー画像を印刷してか 
ら、指定した枚数じ(下の用紙はカラーモードで印刷し 
ます。指定した枚数を越えた用紙はモノク□モードで 
印刷します。また、カラー画像の場合は必ずカラー 
モードで印刷します。 

D 3: ドラム位 
相合わせ 

□□ DDDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

ドラム位相合わせを行なうか否かの設定をします。 

• 「スル」に設定すると、電源投入時やカバーを閉じた時、モノク〇^ 
カラー切り換え時などに、ドラム位相合わせ（ブラックドラムと力 
ラードラム(丫， M ， C ) の幸'アの位相変動を補正)を行ない、周期的な色 
ズレを減らす事びでさます。 
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( E ) 印刷設定 3 


3- メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段) 

E 0: 上オフ 
セット 
MPF 

□□ DDDDD □□□ 

▼ - 

▼▲日 □□□ 

▲ DDDD 

E 1: 上オフ 
セット 
CPF 1 

□□ DDDDD DDDD 

E 2: 上オフ 
セット 
CPF 2 

□□ DDDDD DDDD 

E 3: 上オフ 
セット 
CPF 3 

□□ DDDDD DDDD 


内 容 


印刷開始位置を上下ち向にずらす量(上オフセツト）を設定します。 

] ミ IJ 刻みで、 一9 〜]日 mm の範囲を設定できます。 

• マイナス値は、画像の上端のほうに印字領域びずれます。プラス値 
は、画像の下端のほうに印字領域びずれます。 



. 




1 データ1 



テータ1 

n 

1データ 





. か 




マイナス(一)値 日の時 プラス (+) 値 


• 各給紙口ごとに設定でさます。 

• 上オフセツトの値によっては、印刷内容の一部(上/下)び印刷され 
ない事わあります。 
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( F ) 印刷設定 4 


3- メニュー設定 
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( G ) 印刷設定 5 


3- メニュー設定 


No •メニュー 
項目 


操作パネル表示 

設定項目(表示上段）1 設定値(表示下段) 



GO : 紙種 □□ DDDD □□□ 


▼ DDDD 

▼ ▲ □□□ 

DDDDDDDDD 


印刷すべさ紙の種類(紙種)を設定します。 
今通常の用紙(普通紙） 

命 OHP シート 
今はびさ/封筒 


▲ DDDDD 


今厚紙 （10 目〜] 57 g / nrf ) 


61:コピー 

枚数 


□ □ 


▲ 


• 紙種と給紙口との関係 


\ 

N 4-614 

N 4-614 P 

MPF 

CPF 1 

CPF 2 〜3 

MPF 

CPF 1 

CPF 2 〜3 

普通紙 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

0 HP 

〇 

X 

X 

〇 

X 

X 

はがさ 

〇 

X 

X 

〇 

X 

X 

厚紙 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

〇 


□ 日 複写枚数を ] 〜2日日枚の範囲で設定します。 

□ □ 

□ □□ 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

G 2: トナー 
セーブ 

□□ □□□ DDDD 

▼ DDDDD 

DDDDD 

▲ DDDDD 

トナーの消費量を設定します。 

命通常の印刷（トナー消費量——適正） 

今トナーセーブレベル] 1 

命トナーセーブレベル2 ( 少ない） 

• 「レベル1〜2」は、トナー節約モードの設定です。トナー消費量を 
少なくした印刷を行なうため、印刷び薄くなったり、印刷しない部 
分び出たりしますので、レイアウトの確認等に使用してください。 

• 「レベル]〜2」設定時は 、 「G 3 スムージング」の設定を無視しま 
す。 

G 3: スムージ 
ング 

□□ DDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

擬似的に解像度を高め、滑らかに印刷するスムージング機能の ON/OFF 
を設定します。 

• スムージングを設定すると、意図しない結果の印刷となる事びあり 
ます。この場合は、スムージングを「0 F F 」 に設定してください。 

G 4: フレーム 
圧縮 

□□ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

メモ IJ 不足時に自動的に画像メモ IJ を圧縮して IJ トライするか心/圧縮 
しないで『メ f IJ 才ーバー』エっ一とするかを設定します。 

じが圧縮して IJ トライしてもメモ IJ 不足となる場合は、『メ f IJ オー 
八一』エっ一となります。 

G 5: J AM 

IJ カパリ 

□□ □□□ DDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

紙詰まり発生時に、用紙を取り除くと自動的にそのページを再印刷する 
か ( JAM リカバリ）/否かを設定します。 

• 「スル」の場合、プリンタ内に残留していたページの再 EP 刷を行ない 
ます。（枚数は多めになる場合びあります。） 

• 「シナイ」の場合、プ IJ ンタ内に残留していたぺージの再 EP 刷は行な 
いません。 
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( H ) 機能設定 


3- メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

H 0: ス IJ ープ 

□ □ DDDD 

▼ DDDDD 

D DDDDD 

▲ DDDDDD 

プ U ンタの消費電力を抑え、省電カモード(ス IJ ープ-モード)に入るま 
での時間を設定します。 

1日分単位で、 ] 日〜2 4日分まで設定でさます。 

H 1: スタンバ 
ィ 

□□ DDDDDD 

▼ □□□ 

DDDDD 

□ DDDDD 

▲ DDDDDD 

プ IJ ンタの消費電力を低下させるスタンバイ-モード(ス IJ ープ-モード 
より低下率は低い）に入るまでの時間を設定します。 

OFF 、 または]日〜2 4日分 （1 日分単位)まで設定でさます。 

• スタンバイ時間に、上記『ス IJ - プ』よりルさい値(時間)を設定した 
場合、「通常」^「スタンバイ」^「ス IJ ープ」となります。 

逆に『ス IJ - プ』より大きい値(時間)を設定した場合、本指定は意昧 
び無く、「通常」一「ス IJ - 刀となります（『スタンバイ = 0 F F 』 と 
同じ)。 

H 2: ブヴー 

□□ DDDD - 

▼ □□□ 

DDDDDDD 

DDDDDD 

DDDDDD 

DDDDDD 

▲ DDDDDD 

警告エラー-オペレータコール時にブヴーを鳴らすか/鳴らさないかを 
設定します。 

OFF . 鳴らしません。 

鳴らす設定には鳴動パターン]からパターン日までの日種類びありま 
す。 

H 3: エラー 
解除 

□□ DDDDDDDD 

▼ DDDD 

▲ □□ 

警告エラー発生時に、約2秒間で自動的にエラーをス夺ップするかどうか 
を設定します。 

今取消ボタンを巧すまで、警告エラーを表示し続けます。 

今警告エラー発生後約2秒で、自動的にエラーをス夺ップし、処理を継続 
します。 
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( I ) l / F 設定 


3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

1 0:タイム 
アウト 

□□ DDDDDD 

▼ DDDDDD 

□ DDDDDD 

▲ DDDDDDD 

インターフェイスを自動切り換えして使用する際に、データ受信びなく 
なってからインターフェースの切り換えを行なうまでの時間を、1日秒単 
位で設定します。 

• タイムアウト時間とは、データ受信びなくなってから受信待ちに入 
る時間です。 

11:パラレル 
モード 

□□ DDDDDDDDD 

▼ DDDD 

DDDD 

▲ DDDD 

内蔵パラレルポートのプ □ トコルを設定します。 

今セント□ニクス準拠モード 

◄■12 8 4準拠のこブルモード(双ち向通信） 

◄■12 8 4準拠の ECP モード(双ち向通信） 

(ECP : Extended Capabilities Port ) 

• [EC P 」 設定际 PC 側の目 lOS 設定も 「E C P 」 にする必要びありま 
す。また、オプションのに P - CA 554」 プ IJ ンタケーブルを使用する 
ようにしてください。 

1 2:ステータ 
ス応答 

□□ DDDDD DDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

ニブル • ECP 設定時に、プ IJ ンタ内の情報問合わせに巧してデータをホス 
卜に返答する/しないを設定します。 

•プ IJ ントサーノく使用時は「しない」の設定で使用してください(推 
奨)。 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

1 3:拡張 

1 N 1 T 
信号 

□□ DDDDD DDDD 

▼ DDDD 

▲ DDDD 

パラレル 1 /F 上の/ 1 N 1 T 信号を卜 U ガにして、プ U ンタの再起動 
を行なう/従来の互換動作かを設定します。 

プ IJ ンタの再起動とは、受信済みのコマンド文字列の中で改ページや 
自動改ページで区切られていて、まだ印刷されていないページを全て 
印刷した後、プ IJ ンタを再起動(初期化）します。 

受信済みのコマンド列を全て実行しても、改ぺージされていない最後 
のページは印刷せずに破棄します。 

14: ビジー 
ディレイ 

□ □ DDDD-DDDDD 

TDD 

▲ □□ 

目 US 丫信号と ACK 信号のタイミングを設定します。 

命目 USY 信号の立下びりび ACK 信号の真ん中になります。 

目 US 丫信号の立下びりと ACK 信号の立上びりび同じになります。 

1 5:受信 
バッファ 

□□ DDDDDDDDDD 

▼ DDDDDD DDDD 

DDDD 

DDDDDD 

▲ DDDDDD 

受信バッファサイズを設定します。（ホストから送られてくるデータを 
バッファ IJ ングする時の容量設定。） 

ジドウワ IJ アテ . 搭載メ f U ( RAM ) 容量に応じて、最適なメ f リ 

容量を受信ノ くッファとして割当てます。 

3 2〜8 ] 9 2 K 目 ...... 指定容量を割当てます。 （32 K 目単位） 

• 設定を変更した場合は、次回電源投入時に設定び有効となります。 
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( J ) モード設定 


3- メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

」0:プリンタ 
モード 

□ □ DDDD 

▼ DDDD 

DDDDDD 

▲ DDDDDDDD 

使用するエミユレーシヨンモードを設定します。 

3つのエミユレーシヨンモードの中から、どのエミユレーシヨンを使用 
するかを設定します。 

J 1:解像度 

□□ DDDDDDD 

▼ DDDD □□□ 

▲ □□□ □□□ 

印刷する時のプ IJ ンタの解像度を設定します。 

」2:縮ル 

□□ DDDDDD 

▼ DDDD 

▼ ▲ □□□ 

▲ □□□ 

送られてさたデータを、縮ルして印刷するか/否かを設定します。 

今縮ル印刷を行ないません。 

◄- 8日％に縮ルして印刷します。 

◄-目9 %に縮小して印刷します。 

• ESC / P 、 および2日] H で連続紙び選択されている場合、設定は無 
視されます。 

」3:用紙ち向 

□□ DDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□ 

ポートレートで印刷/ランドスケープで印刷するかを設定します。 

命ポートレート(用紙ち向縦） 

ランドスケープ(用紙ち向横） 

」4: U バース 
印字縦 

□ □ □ □□ィ□□□□凹 

▼ DDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

▲ □□ 

ポートレート時、リバース印字 （1 80°回転させて印刷)するか/否かを設 
疋します。 

今 IJ バース印字を行ないません。 

今縦給紙 （A 3 - B 4) のみ、 IJ バース印字を行ないます。 

命横給紙 （A 4仪下)のみ、 IJ バース印字を行ないます。 

今縦給紙-横給紙とち全て IJ バース印字を行ないます。 
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3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

」5: U 八ース 
印き横 

□ □ □ □□ィ□□回 □□ 

▼ DDDD 

□□□□□□□□ 

DDDDDDDD 

▲ □□ 

ランドスケープ時、 IJ バース印字 （1 80°回転させて印刷)するか/否かを 
設定します。 

今 IJ バース印字を行ないません。 

命縦給紙 （A 3 - B 4) のみ、リバース印字を行ないます。 

命横給紙 （A 4 iU 下)のみ、リバース印字を行ないます。 

今縦給紙-横給紙とわ全てリバース印字を行ないます。 

」6 :f ノク □ 
モード中 
のカラー 
指定 

□□ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

DDDDDDDDDDD 

▲ DDDDDDDDDDD 

モノク□モード中のカラーデータをグレースケールに置さ換えるか否か 
を設定します。 

J 7 :HDA 

□ □ □□□ 

▼ DDDD 

▲ DDDD 

1バイトのバイナリ-データを2バイト のへ 丰ヴデータで転送する機能 
を有効にする/無効にするかを設定します。 

• この機能はオンライン環境等で、バイナ IJ •データび送出でさない 
場合に有効な方法です。 
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( K ) 2 01 H 設定 


3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

K 0: 連続紙 

□□ □ DDDDDD 

▼ DDDD 

連続用紙用の印刷データを単票用紙に縮ル印刷するかを設定します。 

今縮ル印刷しません。 

命]日インチの連続用紙を目4横長に縮ル印刷します。 

今]日インチの連続用紙を A 4横長に縮ル印刷します。 

今]日インチの連続用紙を A 4縦長に縮ル印刷します。 

• 本設定で「0 F F 」 仪外を設定した場合、「」2縮小」の設定を無視 
します 0 

K 1: 給紙位置 

□□ □ DDDDDD 

▼ DDDDDD 

▲ DDDD 

用紙吸入時の上端余白を設定します。 

◄-上端余白を8 . 5 mm に設定します。 

上端余白を2 2 mm に設定します。 

K 2:用紙位置 

□□ □ DDDDD 

▼ DDDDD 

DDDDD -D 

DDDDD □ 

▲ DDDDD DD 

横ち向の印字範囲 （1 3目お)の中で、用紙を合わせる位置を設定します。 
◄-左合わせに設定します。 

命中央合わせで、かつ左に日 mm ずらします。 

◄-中央合わせに設定します。 

今中央合わせで、かつちに日 mm ずらします。 

• DOS アプ IJ ケーシヨンの印字で 「 PC - PR 201 H シートフイーダ付 
き」を選択した場合、「チュウオウ」、「チュウオウ+日」のいずれか 
に設定してください。 

• 「チュウオウー日」は、用紙位置を左に日 mm ずらすため、印字位 
置は「チュウオウ日」に比べちに日 mm ずれます。同様に「チュウ 
オウ+日」は「チュウオウ日」に比べ、左に日 mm ずれます。 

• 左ちマージン値によっては、左ちの一部び切れてしまうことびある 
のでを意してください。 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

K 3: 自動復帰 
改行 

□□ □ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

印刷データび用紙のち端を超えた時に、自動的に復帰改行して次の行の先 
頭に印刷するか否かの設定をします。 

• 「シナイ」の場合、用紙のち端を超えたデータは切り捨てられます。 

K 4: ちマージ 
ン 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ DDDDDDD 

▲ DDDDD 

ちマージンを設定します。 

命指定した用紙の印字可能領域ち端に設定します。 

今用紙サイズに関係なく、] 3目巧 （1 3.目インチ）に設定します。 

• 「] 3目ケタ」を設定し、用紙幅び] 3目析に満たない場合、超えた 
部分のデータは印刷されません。 

K 5: 丰ャラク 
タモード 

□□ □ DDDDDDDDD 

▼ DDDDDDDDDD 

▲ DDDDDDDDD 

7ビットコード/8ビットコードの設定をします。 

K 6: 各国文字 

□□ □ DDDDDDD 

▼ DDDD 

DDDD 

DDDDD 

DDDD 

▲ DDDDDDD 

英数カナ文字コード表の 0 x 20 〜 0 x 7 F 内のコードを、指定の国に対応し 
たデヴインに変更します。 

• 「こホン」じ(外の国に設定した場合、 「 K 日夺ャラクタモード」を「7 
ビットコード」に設定してください。 

K 7: ゼ□字形 

□□ □ □□□ 

▼ □□ 

▲ 0^ 

ゼ□の字形を設定します。 

今ゼ□を「日」で表わします。 

命ゼ□を「0」（ゼ□スラッシュ）で表わします。 

K 8: 書体 

□□ □ DDDD 

▼ DDDDDD 

▲ DDDDD 

漢字の書体(明朝/ゴシック）を設定します。 

K 9: イメージ 
補正 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ □□ 

▲ □ 

イメージデータのプ IJ ンタ解像度び異なる事による補正ち法の設定をし 
ます。 

今標準の補正ち法に設定します。 

命置線び正しく接続していない時などに設定します。 

• 解像度補正を行なうため、イメージデータによっては補正ち法を変 
要しても若干くずれて印刷する場合びあります。 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

KA : 自動排紙 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ DDDD 

DDDDD 

DDDDDD 

▲ DDDDDD 

プ IJ ンタ内にデータび残っている時、自動的に排紙するかを設定しま 
す。 

◄-自動排紙しません。 

命日秒間プリンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

命]日秒間プリンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

今3日秒間プ IJ ンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

KB : エ S ュ 
レートカ 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ DDDDD 

エミュレートモード （2 日] H ) 中における、カラーの切り換え （ESC 

C ) の有効/無効の設定をします。 
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( L ) Esc / P 設定 


3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

L 0: 連続紙 

□□ □ DDDDDD 

▼ DDDD 

連続用紙用の印刷データを単票用紙に縮ル印刷するかを設定します。 

今縮ル印刷しません。 

命]日インチの連続用紙を目4横長に縮ル印刷します。 

今]日インチの連続用紙を A 4横長に縮ル印刷します。 

今]日インチの連続用紙を A 4縦長に縮ル印刷します。 

• 本設定で「0 F F 」 仪外を設定した場合、「」2縮小」の設定を無視し 
ます 0 

L 1:給紙位置 

□□ □ DDDDDD 

▼ □□□ 

DDDDDD 

▲ DDDD 

用紙吸入時の上端余白を設定します。 

◄-上端余白を日 mm に設定します。 

上端余白を8 . 5 mm に設定します。 

◄-上端余白を2 2 mm に設定します。 

L 2:自動復帰 
改行 

□□ □ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

印刷データび用紙のち端を超えた時に、自動的に復帰改行して次の行の先 
頭に印刷するか否かの設定をします。 

• 「シナイ」の場合、用紙のち端を超えたデータは切り捨てられます。 

L 3:ちマージ 
ン 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ DDDDDDD 

▲ DDDDD 

ちマージンを設定します。 

命指定した用紙の印字可能領域ち端に設定します。 

今用紙サイズに関係なく、] 3目析 （1 3.目インチ）に設定します。 

• 「] 3目ケタ」を設定し、用紙幅び] 3目析に満たない場合、超えた 
部分のデータは印刷されません。 

L 4: 文字 

コード 

□□ □ DDDDDDD 

▼ DDDDD 

▲ DDDDDDD 

英数カナ文字コード表を設定します。 

今カタカナコード表を設定します。 

命拡張グラフィックコード表を設定します。 
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3 - メニュー設定 


No •メニユー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

L 5: ゼ□字形 

□□ □ □□□ 

▼ □□ 

▲ 0^ 

ゼ□の字形を設定します。 

今ゼ□を「日」で表わします。 

今ゼ□を「0」（ゼ□スラッシュ）で表わします。 

L 6: 書体 

□□ □ DDDD 

▼ DDDDDD 

▲ DDDDD 

漢字の書体(明朝/ゴシック）を設定します。 

L 7: イメージ 
補正 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ □□ 

▲ □ 

イメージデータのプリンタ解像度び異なる事による補正ち法の設定をし 
ます。 

今標準の補正方法に設定します。 

今署線び正しく接続していない時などに設定します。 

• 解像度補正を行なうため、イメージデータによっては補正ち法を変 
要しても若干くずれて印刷する場合びあります。 

L 8:自動排紙 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ DDDD 

DDDDD 

DDDDDD 

▲ DDDDDD 

プ IJ ンタ内にデータび残っている時、自動的に排紙するかを設定します。 
今自動排紙しません。 

◄-日秒間プ IJ ンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

命]日秒間プ IJ ンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

今3日秒間プ U ンタにデータびこない時、自動的に排紙します。 

L 9: エ S ュ 
レートカ 

^—す曰化 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ DDDDD 

エミュレートモード （Es C/P) 中における、カラー選択 （ESC 「） 
の有効/無効の設定をします。 
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( M ) Es c/Pag e 設定 


3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

M 0: 自動復帰 
改行 

□□ □ DDDDDDDDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

印刷データび用紙のち端を超えた時に、自動的に復帰改行して次の行の先 
頭に印刷するか否かの設定をします。 

• 「シナイ」の場合、用紙のち端を超えたデータは切り捨てられます。 

Ml : 自動改 
ぺージ 

□ □ □ DDD ° DDD 

▼ □□□ 

▲ □□□ 

印刷データび改行のために用紙の下端を超えた時に、自動的に改ページし 
て次ページに印刷するか否かの設定をします。 

• 「シナイ」の場合、用紙の下端を超えたデータは切り捨てられます。 

M 2: CR 動作 
(丰ャ IJ ッジ 

IJ ターン） 

□ □ □ □□ 

▼ DDDDD 

▲ DDDDD 

プ IJ ンタび CR コード(復帰、 OxOD ) を受信した時の動作を設定します。 

◄- CR コード受信時、復帰 （ CR ) 動作のみ行ないます。 

◄- CR コード受信時、復帰 （ CR ) •改行 （L F ) 動作を行ないます。 

M 3: L F 動作 

(ライン 

フィード） 

□ □□凹 

▼ □日 □□ 

▲ DDDDDD 

プ IJ ンタび LF コード(改行、 OxOA ) を受信した時の動作を設定します。 

◄- LF コード受信時、改行 （L F ) 動作のみ行ないます。 

今 LF コード受信時、復帰 （ CR ) •改行 （L F ) 動作を行ないます。 

M 4: F F 動作 
(改ページ） 

□ □□回 

▼ DDDD 

▲ DDDDDD 

プ IJ ンタび FF コード(改頁、 OxOC ) を受信した時の動作を設定します。 

今 FF コード受信時、改頁 （F F ) 動作のみ行ないます。 

今 FF コード受信時、復帰 （ CR ) •改頁 （F F ) 動作を行ないます。 

M 5: エラー 

コード 

□□ □ DDDDDDD 

▼ DDDD 

▲ □□ 

文字コード表にないコードを受信した時の処理を設定します。 

◄-文字コード表にないコードは無視します。 

今文字コード表にないコードはスペースに置さ換えます。 

M 6: イメージ 
パターン 

□□ □ DDDDDDDDDD 

▼ □□ 

▲ □ 

イメージパターンの補正を行なうか/否かを設定します。 

今イメージパターンの補正を行ないません。 

今イメージパターンの補正を行ないます。 
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3 - メニュー設定 


No •メニュー 

項目 

操作パネル表示 

内 容 

設定項目(表示上段） 

設定値(表示下段） 

M 7: フオント 
タイプ 

□□ □ DDDDDDDD 

▼ □□ 

▼ ▲ □ 

▲ □ 

幅巧高さび]巧2の文字サイズを指定された場合、2バイト系文字の全 
角フオントと半角フオントの使用の優先度を設定します。 

今]日ポイントじ(下は半角フオント、]日ポイントじ(上は全角フオント 
を優先します。 

命全角フオント優先で印刷します。 

◄-半角フオント優先で印刷します。 

M 8: カラー 
モード中 
のスク 

IJ - ン 

パターン 

指定 

□□ □ DDDDDDDDDDD 

▼ □□□ 

A DDDDD 

カラーモード中にスク IJ - ンパターン指定コマンド (GS n ] tsE ) を受信 
した脉スク IJ - ンパターン指定を有効1しする/無効1しするかを設定しま 
す。 

• モノク□で作成された印刷データをカラーで印刷する場合、データ 
の中にスク IJ ーンパターン指定コマンドび発行されていると、見づ 
らい印刷になってしまう場合びあります。このような場合、本設定を 
「ムコウ」にしてください。 
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カシオ計算機棵式を社 

システム営業統轄部ページプリンタを画促進課 

干] 5]-8543 東京都お谷区本町]- 6- 2 
電話 03-5334-4552 


ページプリンタ営業部 
西曰本営業部 
中部営業部 

カシオ情報機器北海道支社 
カシオ情報機器東北支社 
カシオ情報機器中国支社 
カシオ情報機器四国支社 
カシオ情報機器九州支社 


電話 03-5334-4550 
電言重 06-6243-2100 
電言を 052-324-2135 
mm 01 1-221-7891 
電言苦 022-718-0650 
電言苦 082-239-1500 
電言ち 087-862-8822 
電話 092-475-3939 


テクニカル•インフオメーシヨン•センター mm 03-5334-4557 


インターネット•ホームぺージ http://www.casio.co.jp/ppr/ 


N4 614 

リファレンス7ニユアル 

2001D 9D 14D D 2D D D 

カシオ計算機株式を社 
カシオ電子工業株式を社 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□回 
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□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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